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第三章 ギャンブルムエタイ 
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第一節 ムエタイ賭博とは 
 
 
第一項 ムエタイ賭博の種類と方法 

 
 ムエタイの賭博には、大きく分けて三種類の賭博方法がある。①「胴元制の賭博方法」

②「賭け試合」③「賭け率に応じて複数の人と賭けをする賭博方法」の三種類である。 
①の「胴元制の賭博方法」は、3組から 5組の試合の勝者を予想し、賭け金と共に胴元に

渡す。賭け金はいくらでもよく、予想した選手が全部勝つと 3 組の場合、賭け金の 3 倍、
５組の場合は 5倍のお金が貰える仕組みである。1組でも負ければ、その賭け金は胴元のも
のになる。この指名式の賭けは、胴元自体が少ないので、外国人には、見つけるのが難し

い40。 
②の「賭け試合」は、一試合ごとに観客ではなく、選手の仲間から賭け金を集めて興行

するものである。青コーナーに出場する選手と赤コーナーに出場する選手のどちらかが勝

つかという単純な賭博である。しかし、これは賭け試合であって、負けた選手側は一バー

ツも貰えない。勝った選手と仲間が賭け金を総取りするのである。この賭け試合の方法は、

例えば、A選手と B選手の試合に際し、双方の選手のファイトマネーが 1万バーツの場合
に A選手の仲間 10人で 1000バーツずつ出し合い 1万バーツ集める。そして B選手は、5
人で 1 万バーツを集めたとする。双方から 2 万バーツの合計である。この合計金額をレフ
リーのニュートラルな場所に試合が終わるまで保管される。試合が終わり、A選手が勝てば
2万バーツを 10人の仲間で分け合い、一人 2000バーツを得る。B選手が勝てば、2万バー
ツを 5 人で分け合い、一人 4000 バーツを得ることができるのだ。この賭け金というのは、
何人が出しても良く、A 選手側 1 万バーツ、B 選手側で 1 万バーツを集められれば何人で
出し合っても良い。勝てば出した割合によって倍の金額が相手側から支払われ、負ければ

一バーツも貰えないという賭博であるのだ。この「賭け試合」は、大抵 1:1の場合イーブン
の賭け率で行われる。この賭博方法は、現在でも東北タイの試合では頻繁に見られ、バン

コクのメインスタジアムでも時折見られる賭博方法であるが、この「賭け試合」のことを

Vailは、関係者間の賭博（インサイドベット）と言っている41。この賭博方法は、観客を含

まずに選手を含めた対戦するジムとジムの間で賭けをするからである。これらの「賭け試

合」興行は、自分の所属しているムエタイジムや村、興行のグループの共同体を確認する

賭博であると見受けられる。一試合ごとのファイトマネーをグループ全員で負担し、勝っ

た方だけが全額手にすることができるのである。この興行自体を調査することはできなか

ったが、この興行をよく知るプロモーターによると、このような興行の賭博は、ジムの中

の団結を高めるために東北タイなどでは頻繁に行われていると言う。 
                                                  
40 薬師寺 1999,p113 
41 Vail 1998, p132 
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 以下に賭け試合に臨む少年の家族の様子をフィールドワークから述べる。(Fig35) 
ペットマイチラウボン君 13歳（49キロ中学二年生、ファイトマネー2000バーツ）は、
中学生ムエタイ選手である。彼は、2007.8.15（カーイサンペットスタジアム）の試合に、
一万バーツの「ドゥアンパーン」（賭け試合）に出場する。彼の父親であるポースタウィー

さん 48歳は、建築資材を運ぶ運転手であり、少年のジムの会長兼専属コーチでもある。（父
親は、寺祭りで１戦のキャリアを持つと言う）少年の父親は、以下のように言った。 
「息子の試合に一万バーツの賭け金を集めるのはすごく苦労がいるけども、それでもジム

の仲間や応援者などからお金を集めます。お金出してくれる人は、親戚、仲間、父親の友

人などで、その合計を一万バーツにします。相手も一万バーツを用意してくるので合計二

万バーツにします。勝ったほうが全部貰います。勝ち金は、お金を出した人たち全員で出

した割合に応じて分けます。この賭け試合の目的は、子供の我慢する心を信じるために賭

けをするのです。お金を出してくれる人もみな同じ気持ちで子供を信じてくれるからお金

を出してくれるのです。」と言った。 
さらに、「このイサン（タイ東北部）地区では、観客がしているギャンブルではなく、ド

ゥアンパーンが多く、試合もバンコクのようにビジネスじゃないから面白い。」と試合の盛

り上がりを話した。 

 
Fig35 賭け試合に臨む選手と家族 
（2007.8.11 父親も姉も少年の賭け試合に金を出し合う。ウボンラチャタニー県） 
 
次に、賭け試合を興行するプロモーターのインタヴューを述べる。(Fig36) 
ウ・ムアンウボンプロモーター（通称ビッグ・ウ）64 歳によれば、ドゥアンパーン（賭
け試合）は、イサン地区ではよく見られる興行であるという。彼は、先月に合計金額 100
万バーツの賭け試合を行ったと言う。 
「今では、バンコクのスタジアムでは少ないけれども、こちらでは時々、賭け試合の興行

が見られます。これは、どちらのジムが強いかを試しあう時に行います。このドゥアンパ

ーンの興行は、負けると損も大きいけれども、勝つと全額が自分のものになるから面白い

興行です。ここら辺には、100ぐらいのカイモエ（ムエタイジム）があって月に一度くらい
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は賭け試合興行をします。このドゥアンパーンは、選ばれた選手を信じるためにやります。

だから、父親、母親の他、友達やトレーナー（ムエタイの先生）までがみんなフーン（グ

ループ）であることを示すためとチュアチャイ（心を信じるために）やるのです。バンコ

クの賭けは、トラギット（金儲け）だけの賭けだけど、こちらのイサン地区の方が、ムエ

タイのシラッパ（芸術性）が高いのです。金儲けの賭けでなくて、ジムや仲間の名誉のた

めの賭けだからです。」 
彼は、ジムのオーナーやプロモーターをやりながらラジオのムエタイ放送の解説までを

していると言う。オーナーは、選手の練習を見ながら話してくれた。このヌン･ウボンジム

では、ジムで賭け試合を開催しチケットを売って観客に見せる時もあると言う。 
 

 

Fig36 プロモーター 
（2007.8.10 ウ・プロモーター 64歳 Sit Nung Ubon Gym） 
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 Fig37 賭け試合のプログラム 

 
      名前    所属ジム   体重  賞金額  住所 

（2000年８月 11日 コラート県での賭け試合。） 
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次に③の賭け率に応じて複数の人と賭けをする賭博方法である。これは、現在のバンコ

クのメインスタジアムのムエタイ賭博で主流になっている賭博方法である。この賭博の具

体的な方法を以下に述べる。 
選手の技術や力量を良く見比べて始める。賭けのタイミングは、最も早い段階ではワイ

クルーを舞う時の身体の仕上がり具合を見て賭けを始めるか、1ラウンドの様子を見てから
賭けてもよいし、2ラウンドでも 3ラウンドでもいつ賭けを始めてもよい。賭けを受ける人
間がいれば、その時点で成立するのである。賭けは基本的にはどちらが勝つかという単純

なものであるが、試合の流れを見て賭けるタイミングが重要となる。 
例えば、2 ラウンドの終わりに、賭けを始めることにしたとする。まず、特有の賭けの

サイン（以下に掲載）を示して、たとえば「2対 1で 1000バーツ、赤」と言う。この意味
は｢自分は赤に 2対 1で 1000バーツ賭けるから、誰か勝負しないか｣と言う意味である。も
し赤が勝てば相手から 1000バーツを受け取り、負けたら相手に 2000バーツを支払うとい
う意味である。大抵の試合では（特に早い回に行なわれる賭けでは）、｢俺は赤に 1000賭け
る｣という声が飛ぶ場合が多いが、これは 1 対 1 のイーブンで賭けたいという意味である。
この場合、自分とは逆の選手に賭ける相手が名乗りをあげれば賭けは成立し、勝敗により

どちらかが 1000バーツを得、どちらかが失うことになる。 
損をしたくなければ、別の相手を探して、反対側の選手に自分で決めた賭け率を提示し、

反対の選手に賭ければ良い。このように保険のような賭けで損失を防ぐこともできる。賭

け率は、試合の流れを見て、選手のどちらが優勢に試合を進めているか判断し、自ら賭け

率を提示して勝負を誘うのである。 
このラウンド毎に複数の人と賭け率を提示しながらする賭博方法は、賭け率を示す独特

なサインが存在している。（Fig38～46） 
Fig.38  賭け率 １０－１    
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Fig.39 賭け率１－１ 

 

 
Fig.40賭け率２－１ 

 
 
Fig.41  賭け率３－１ 
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Fig.42 賭け率３－２ 

 
 
Fig43  賭け率４－１ 

 
 
Fig44 賭け率５－３（親指小指を動かす） 
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Fig.45  賭け率５－４（親指を動かす） 

 
 
Fig.46賭け率７－４ 

 
参考 月刊「Monthly MuayThai」42 
 

                                                  
42 「MONTHLY MUAYTHAI 」VOL1 SISICO PROMOTION 2001,p7 
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第二項 ムエタイギャンブルの方法  
 
【ラジャダムナンスタジアム Prajuab Paoin プロモーター 2007.8.19 日曜日】 
 
ラジャダムナンスタジアムの日曜日の興行は、新人選手のムエタイ興行が行われる。よ

ってスタジアムの観客も一階席の観光客以外は少なく、ギャンブラーもまばらである。日

曜日のラジャダムナン興行は、シエンヤイと呼ばれる大型のムエタイギャンブラーも来場

しない。この日曜日の興行にて、一般的なギャンブラーのムエタイ賭博方法を調査した。

被調査者になってくれたのはウィンさん（30歳）である。彼は、大学卒で一月の給料が 28000
バーツという。年齢を考慮するとかなりな高給取りでタイ人の中産階級に属すると見てよ

いだろう。本日のムエタイ賭博の準備金は 40000バーツである。 
 
《例 1第 4試合 赤コーナーSriphet Sor.Somboon 青コーナーPichitchai 96 Peenang》 
 
【１ラウンドの中盤】Aと賭け率を赤７：青４で、青コーナーの選手に 100バーツ賭けた。
（赤が勝てば 700バーツを Aに払い、青が勝てば Aから 400バーツを貰う） 
【3ラウンドの中盤】Bと赤５：青２で、青の勝ちに青に賭けた。 
（赤が勝てば 500バーツ払い、青が勝てば 200バーツ貰う） 
【3ラウンドの終了時】Cと赤 15：青 1で、今回は赤コーナーの選手に賭けた。これは、3
ラウンド終了時に青コーナーの不利を察知して反対側に賭けた。 
（赤が勝てば、1500もらい、青が勝てば 100バーツ払う） 
最終結果は、赤コーナーの選手が逆転の勝ちに終わり 300バーツ儲けることができた。 
1ラウンド、3ラウンドは、彼は、青コーナーの選手に賭けているため、Aに 700バーツ支
払い、Bに 500バーツ支払った。但し、Cとの間に赤コーナーの勝ちに 1500バーツ賭けて
いたので、Cから 1500バーツをもらった。 
合計すると Aと Bにマイナス 1200バーツ、Cから 1500バーツで 300バーツの儲けが出
た。  
 
 (もしここでこのまま青コーナーの選手が勝った場合は、900バーツの損をしていた) 
Aから 400バーツ貰い、Bから 200バーツ貰い、Cに 1500バーツを支払っていたので 900
バーツの損失であった。内訳（A＋400、B＋200、C－1500）＝－900バーツ 
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《例 2第 6試合 赤コーナーJaded Sor. Sirisak 青コーナーLaysak Por .Kamron》 
 
【1ラウンド終了時】Aと赤５：青１で 500バーツを青コーナーに賭けた。 
（青が勝てば Aから 500バーツを貰い、赤が勝てば Aに 2500バーツを払う） 
【2ラウンド終盤】Bと赤６：青１で 500バーツを青コーナーの勝ちに賭けた。 
（青が勝てば Bから 500を貰い、赤が勝てば Bに 3000バーツを払う） 
【3ラウンドの終盤】Cと赤１２：青１で、今回は 100バーツを赤コーナーの選手に賭けた。
（青が勝てば、Cに 100バーツを払い、赤が勝てば Cから 1200バーツを貰う） 
 
最終結果で青の勝ちであった。彼は、Aから 500バーツを貰い、Bから 500を貰い、Cに
100バーツを払った。900バーツの儲けが出た。 
 
 
（もし、ここで逆転が起きて赤コーナーの選手が勝った場合は） 
彼は、Aに 2500バーツ払い、Bに 3000バーツを払い Cから 1200バーツを貰っていた。
この場合は、4300バーツの損失であった。 
 
一般的なムエタイ賭博は、上記のように行われる。被調査者のウィン氏は、一日の興行

で多くて 1 万バーツの賭けを行う予定であると言う。彼らのような小額を賭けているギャ
ンブラーは、ナックパナン（ギャンブラー）と呼び、大きなギャンブルをするギャンブラ

ーをシエンムエと呼ぶ、シエンムエは、ムエタイの情報を掴んでいる大型ギャンブラーで

あり、ムエタイ専門のプロギャンブラーのことをさす名称である。シエンムエは、自分が

勝たせたい選手を応援する時は、膝蹴が入ったときに大きな声で蹴りにあわせた声で掛け

声をかけてレフリーにアピールをする。膝蹴りはパンチよりいい点数になるのでシエンム

エの影響で負けそうな選手が逆転勝ちをする場合がしばしばある。賭け金が多いのはメイ

ンイベントの試合である。KO でなければ、4R に後半までに有利に試合を進めた選手が勝
つ場合が多いと彼は言う。シエンムエのムエタイ選手の特徴を見抜く目は鋭く、スタミナ

のある選手、根性のある選手、どうしても金が必要な選手などなどの情報をよく知ってい

るのである。シエンムエは、負けそうな選手（ムエローン）の選手でも一発逆転をするパ

ンチや根性がある選手に賭けては、大儲けするそうである。彼によれば、シエンムエは、

プロモーターやジムのオーナーと関係が深く、時にはレフリーの採点や興行に大きな影響

を及ぼすと言う。 
また、シエンムエに聞くとジャッジの採点で一番高いのは確実な膝蹴りであると言う。 
この膝蹴りの数が勝敗を大きく左右するのである。 
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第三項 メディアでのムエタイ賭博 
 
ムエタイ賭博はスタジアムの外でも盛んに行われる。代表的なのはテレビ放送を見なが

ら行われるムエタイ賭博「レン・ムエ・トゥー」である。これは、テレビのムエタイ放送

の実況中継を見ながら賭けを行う行為を指し、「ボクシングルーム」（ホン・ドゥー・ムエ）

と呼ばれる部屋で行われる。近年では、携帯電話を持ったスタジアムのギャンブラーがス

タジアムに来ることができない地方のギャンブラー達に情報を提供しながら行われる。

（Fig.47,48） 
これらは賭け専門に場所を提供する店などで行われる。テレビ中継でビッグ.マッチが放

送される日には、ムエタイの賭けを楽しむ者がそこに集まる。部屋にはテレビと雛壇状に

ならぶ客席しかない。そこには賭けをしない客は入ることはできない。軍人や警察官もよ

く賭けに来ると言う。「ボクシングルーム」は、登録費を支払って営業している娯楽場であ

るが、テレビ放送されているムエタイを見て賭けあうことは違法である。しかし、この店

でムエタイ賭博をして逮捕者が出たことは過去に一度もないという。 
 

 
Fig.47 ボクシングルームの観客席 
 

 
Fig.48 ボクシングルームのテレビ 
（1999.10.13 BOXINGROOM ホン・ドゥー･ムエ ヤソートン県） 
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また、賭けは農村でも行われる。メコン川に面した農村Ｋで筆者が目にした村の賭博は、

次のようなものであった。（Fig.49） 
土曜の昼１１時３０分、村のある家に 30 歳から 65 歳の男性が９人集まり（いつもはこ
れに高校生２人と主婦が１人加わるという）屋外まで聞こえる大歓声を発しながらテレビ

観戦をする。テレビ局はチャンネル３で、オームノーイ･スタジアムからの中継である。  
ここには賭けの胴元は存在せず、全員がワイクルーか１Ｒまでの動きを見て赤コーナー

か青コーナーに賭ける。賭ける選手が決まった者が賭けるコーナーを告げ、20 バーツを袋
に入れる。敗者は 20バーツを失い、勝者は、袋の中の金額を分配する。村ではスタジアム
と違い１Ｒで賭け終った時、賭けはほとんど終っている。しかし、2Ｒで再び賭けを受ける
人があれば、賭けは再開される。このように村でも、ムエタイの賭けは公然と行われてい

る。軍人がプロモーターなので、警察が踏み込むことはない。サイコロ賭博はその数日前

にも逮捕者が出たばかりであるが、ムエタイ賭博だけはこの村ではまだ捕まった者はいな

いという（2000.9.3チェンカン県） 
興味深いのは、テレビのアナウンサーが、視聴者が賭けを行なっていることを前提にし

た放送をしていると思われることである。アナウンサーはワイクルー（闘いの舞い）の時

間と１ラウンドが終るまでのあいだに、選手それぞれの細かい情報を述べる。出身地、年

齢、身長、体重、得意技、戦績、時にはファイタータイプであるとか、クレバーなボクサ

ータイプであるとか、ジャイローン（短気である）で後半に負けやすいとか、どういう相

手に強いか、何キロ減量したかなどの情報を伝えるのである。アナウンサーも試合中に選

手の名前を呼ばず、赤の選手、青の選手と呼ぶ、これはムエタイの生中継がエンターテイ

メント性の強い格闘技番組を伝えるのではなく、賭博をする人の為だけに放送されている

からである。これらのテレビ放送は、録画などは一切なく、すべてが生放送である。これ

はタイの法律で「各テレビ局は、週に２時間以内のムエタイ中継のみ許される（1989）43」

と定められている。これらの理由をムエタイファンにたずねると「各テレビ局が無秩序に

ムエタイ中継を行った場合、みんなギャンブルをやるからタイ人が働かなくなる」と苦笑

した。また、ラジオでもムエタイやサッカーの情報を発信する FM.99は、賭博用の情報番
組として知られている。この FM放送を愛好しているのが、タクシーの運転手たちである。
筆者は、タクシー運転手が集合するホテル前や空港付近でこの FM 放送を聞きながら賭博

に興じる姿を目撃している。 

                                                  
43 National Culture Commission 1997,p60 
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Fig.49 賭博をしている村人達 
（2000.9.3チェンカン県 K村、土曜日の午後にムエタイ放送を見て賭博をしている村人達） 
 
 また、テレビでのムエタイ賭博には、スタジアムの情報屋が存在している。（Fig.49）ス
タジアムの情報屋とは、スタジアムで行われているムエタイのギャンブル情報を察知し、

場外やタイの地方にいてムエタイ賭博をしているギャンブラー達に情報を流すのである。

この情報とは、スタジアムで行われているギャンブルの賭け率をいち早くテレビを見てい

るギャンブラーに伝えるのである。 

 

Fig.50 複数の携帯電話を持った情報屋 
（2006.8.26 ラジャダムナンスタジアムの二階席） 
この情報屋で最も有名なのは、シエン･ウである。（Fig.51）シエン・ウは、一ヶ月の売り
上げが 100万バーツ、税金だけでも 10万バーツを支払うムエタイの情報屋である44。彼は、

携帯電話を使ってタイ人ギャンブラーのいる世界各地にスタジアムの賭け率の情報を流し

ている。台湾、香港、マカオはもちろんのこと日本にいるムエタイギャンブラーにまで情

報を流していると言う。） 

                                                  
44 2007.8.24 シエン・ウ ルンピニースタジアム インタヴュー 
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Fig51 シエン・ウ 
（2007.8.24 シエン・ウ） 
 
 彼の自伝『Sien u yuu yang sien(菱田注:シエン・ウ ～シエン・ウのように暮らす～)』
（nokhook 2006）には、彼がムエタイビジネスに関わり、テレビが普及すると同時にタイ
全土にいるムエタイギャンブラーに情報を発信する「情報屋」として知られ、携帯電話の

普及と共に巨額の富を得るまでの過程が以下のように語られている。p121～147 を要約し
た。 
 
彼は、テレビの普及と共に、スタジアムの「ギャンブル情報を送る商売」を思いついた。

ギャンブラーへの合図を送り方は、テレビに映る場所にいてあらかじめギャンブラーと取

り交わした方法で情報を送る。例えば、タバコを吸い始めると、3:2 でという意味であり、
赤コーナーが有利の場合、柱のそばに立ったら赤有利を告げる合図であり、柱から遠い所

に立ったら青が有利を告げる合図である。この合図は、スタジアムの前や朝の選手の計量

後にギャンブラーと情報を送る契約をする。この情報屋稼業は、1978年頃から始めている。
テレビ放送が始まった頃は、放送が月に数回しかないため、情報料の収入は一ヶ月で 700
バーツから 800 バーツであったが、しばらくすると彼の情報料の収入は 5 万バーツにまで
上昇した。 
その後、ポケットベルが普及し始めると、ポケットベルで情報料を払ったギャンブラー

に配信しはじめる。例えば、11＝青有利、22＝赤有利であり、その後に続く数字が賭け率
である。赤有利で賭け率 3:2の場合は、ポケットベルの表記が 22-3･2と配信する。彼は、
この頃、放送に映る合図とポケットベルの情報送信で一ヶ月の収入が 10万バーツ以上儲か
り始めた。 
携帯電話が普及し始めると、オートメッセージ機能を使って試合の賭け率や予想などを

聞けるサービスを始めた。一分間の料金が 9 バーツで一試合でも 100 人以上がオートメッ
セージを利用するために一試合に 5 Rあるために 1Rで 3分、5×3=15分、15分×9バー
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ツで、一試合の情報料が 13500バーツになる。この試合が一日に 7、8回あるため、13500
×7=94500バーツ、一日の情報料が 94500バーツになる。一週間の内、各スタジアムにて
大きな興行には必ずテレビ放送があるため、月の収入は 40 万バーツから 50 万バーツにな
った。 

 

 
Fig.52 『Sien u yuu yang sien（菱田注:シエン・ウ ～シエン・ウのように暮らす～）』

の表紙 
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第二節 ギャンブルムエタイ化 
 
 
第一項 ギャンブルムエタイへ 

 
本項では、近代スポーツ化したムエタイがタイ全土に広がりギャンブルスポーツへの変

容する過程を追ってみたい。National Culture Commission (1997) には、以下のようにム
エタイのファンの変容が述べられている。 
「1978年、ムエタイは、バンコクだけでなく、地方に住む人達にまで人気が出るようにな
る。ムエタイは、バンコクでは毎日興行され、土日は、一日に試合が二回行われるように

なり、午後の試合は、テレビとラジオで放送されるようになった。最も放送のベースとな

るスタジアムは、ラジャダムナンとルンピニースタジアムである。この頃にムエタイは、

スポーツと言うよりもビジネスになっていた。理由は観客が賭博を行う人が多くなってき

たからである。わざと八百長試合をする選手も出てきた。ムエタイは、良くない方向へ向

かってきたのである。ムエタイの試合は賭博をする人に影響されるようになってきたのだ。

ムエタイ選手は、ムエタイにあるすべての技を使わなくなり、限られた技で闘うようにな

った。そして観客もムエタイ興行の時には、ワイクルー（闘いの舞いの儀式）を見たがら

なくなった。長いワイクルーを舞う選手には、ブーイングが起きるようになった。」45とあ

る。ムエタイの興行にファンが賭博を行うようになったことが記されているのである。 
1980年に出版された「THE THAI BOXING MGAZINE」には、以下のような記事が掲
載されている。 
「不景気のせいでタイ人の生活が困窮している。犯罪をせずにいるために彼らの最後の希

望は、やはり賭博を選び「宝くじ」をはじめ競馬場は、毎週大盛況である。国の芸術とも

言われるムエタイのリングでも現在の観戦者の 99パーセントはムエタイ賭博をする人であ
る。もっといい生活をするために、その中の人たちが賭博を仕事としてやり続ける。」46 
タイではスポーツには賭博がつきものというほど賭博が盛んであり、ムエタイもその例

外ではなく、現在のスタジアムはギャンブラーが大多数を占めている。しかしながら、ラ

ジャダムナンスタジアムのオーナーのジャルンポーン氏から、ムエタイのスタジアムが創

立された当初は、ギャンブラーの存在が少なかったという情報が得られた47。ジャルンポー

ン氏は、「ラジャダムナンスタジアムが創立した当初（1945年）からギャンブラーの存在は
あったがその数は少なく、ムエタイ賭博は現在のような賭博方法ではなく、どちらかの一

                                                  
45 National Culture Commission 1997, p58  
46 「THE THAI BOXING MGAZINE」1980 10.9 p14 
47 現在のラジャダムナンスタジアムとルンピニースタジアムでのムエタイ賭博は合法で

あると認められている。 
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方が勝つか負けるかを競うギャンブルをしていた。」48と言う。 
このジャルンポーン氏がどちらかに賭けるといった賭博方法は、上記の第一節、第一項

で①番目に説明した「ドゥアンパーン」である。このドゥアンパーンは、どちらかの選手

が勝つか負けるか、という単純な賭博であり、大抵の場合は、1対 1の賭け率で行われる賭
博である。   
しかしながら、現在スタジアムで主流になっている賭博はこのような関係者間（インサ

イド）で行う賭けではなく、③番で説明した、賭け率（ラーカー・トー・ロン）を利用し、

どちらの選手にも賭ける方法であり、5Rが終わるまで、誰とでも賭ける観客間の賭博方法
である。このマネーゲームのような賭博が現在のスタジアムで行われている基本的なムエ

タイ賭博であり、このような賭博を行うギャンブラーが増加したのが近代ムエタイをギャ

ンブルスポーツへの変容を促したきっかけではないかと考えられる。 
では、このギャンブラーはいつ頃から増加したのであろうか、オールドムエタイ選手に、

「ムエタイのギャンブラーはいつ頃から出現したのか」という質問をした。タマサート大

学のデン師範は、以下のように答えた。 
「ラジャダムナンスタジアムができた頃1945年は、まだギャンブルをやる人が少なかった。
多く見積もっても 10パーセントもいなかった。」49 
タイ政府の後援で設立されたムエタイインスティテュートのアムヌェイ校長は、「自分の

現役時代（1958 年引退）は、ギャンブルをする人が 10 パーセントぐらいしかいなかった
が、プット・ローレック選手（1960 年代後期から 1977 年頃）の頃からこのような賭博を
するムエタイギャンブラーが増えはじめた。それまでは（1960年代）、まだそれほどギャン
ブラーはいなかった。」50と言っている。 
ラジャダムナンスタジアムのプロモーターであるオートゥープロモーター59歳は、「ムエ
タイの興行に関わって約 40 年経つけど、最初の頃（1960 代後期）は、スタジアムにギャ
ンブラーが 30パーセントもいなかった。」51と言っている。  

1973年にラジャダムナン・ルンピニーの両スタジアムで試合をした長江国政は、「ルンピ
ニースタジアムもラジャダムナンスタジアムもギャンブラーはいたけども、そんなに気に

ならなかった。いたとしても 3割くらいだろう。」52と言った。 
次に、ムエタイの情報誌をもとにギャンブラーの増加を調査した。1950年代に出版され
た『Gira（sport）』誌を 4冊、『Giramuay（Sport Boxing）』誌を 1冊、1960年代に出版
された『Boxing』誌、1970年代に出版された『Boxing』誌を一冊入手し、それらの内容を
調査すると、選手の動向や試合結果が掲載されているほか、試合のための予想記事など賭

                                                  
48 2007.8.27ジャルンポーン総支配人 ラジャダムナンスタジアム 
49 2007.8.16タマサート大学 ムエタイ部 デン師範 72歳 
50 2006.1.12ムエタイインスティテュート アムヌウェイ校長 
51 2006.1.19オートゥープロモーター59歳 
52 2007.9.12 元WKA世界フェザー級チャンピオン 治政館館長 埼玉県三郷市 



 
 

83

博をするために有用な情報が掲載されていることが窺える53。 
1955年に出版された「Boxing」には、以下のような八百長試合の記事が掲載されている。 
「グライサックは、1Rに連打の蹴り技でポーンセンをノックアウトしたが、モンシットが
八百長の試合をしていたのが発覚したのである。モンシットは、真剣な試合を演じていた

が、八百長が発覚するとレフリーから追放を言い渡されて、サックモンコン・ムアンウボ

ンとの試合も無効試合になった。」54 
このような八百長があったという記事から 1950年代には、既にムエタイの興行に大きな

金銭の動く賭博が関与していた事が分かる。 
しかしながら、先に述べたムエタイ賭博方法の重要な要素である賭け率は、1985年まで

ムエタイ情報誌の紙面に見当たらない。ムエタイ情報誌「Muay Too」の記者であるプーン
ペットペットマイ氏は、以下のように言った。 
「私がはじめて雑誌に賭け率を発見したのは、1985の「Champ」55でした。この頃からタ

イでテレビを見て賭ける人も増えたのでしょう。」56と言った。彼によれば、それまでのム

エタイの情報誌では、賭け率が掲載されていなかったと言う。筆者が入手した 1986年の雑
誌「Fighter」には、目の見えないシエンムエ（ギャンブラー）のコラムに次のような事が
書かれている。 
「1986.1.14 サムローンスタジアムにてキオソーン・ソーカノクラット（赤）対ポーンテ
ープ・シット・シアンナイ（青）の試合は、３ラウンドまでは、キオソーンが 7 対１でム
エローン（負けそうな選手）であり、ポンテープに勝てそうにもない。キオソーンに賭け

た人はみな黙りこんでしまった。しかし、4ラウンドに入りキオソーンは、よく膝蹴りを使
い始め、応援団の声も大きくなり、その時、シエンノイ（目の見えないシエンムエのニッ

クネーム）は、「キオソーンが必ず勝つからもう大丈夫だ」。と仲間に告げた。4ラウンドが
終了した時にキオソーンがムエトー（勝ちそうな選手）5対 2になっていた。」57 
先にあげたプーンペットペットマイ記者の言葉にあるように1985年頃からこのような賭
け率がムエタイ情報誌に登場したのであるならば、この時期には既にムエタイのスタジア

ムでは、この賭け率を駆使した賭博方法が主流になっていたことが分かる。ギャンブラー

達もドゥアンパーンのような賭け(勝つか負けるかの 1対 1の賭け)では、幸運に頼るだけの
ギャンブルしかできない。しかし、賭け率を使ってラウンド毎に賭ける相手と賭け率を変

更していけば最終的に自分のムエタイを見抜く力量によって儲ける確率が多くなる。この

賭け率を利用するようになり、ムエタイギャンブルを生業にする人達も出現してきたと考

                                                  
53「Gira」1951.2.11、1951.4.15、1951.3.4、1956．8.13、「Giramuay」1951.1.14 
「Boxing」1955.12.13、「Boxing」1966.2.28、「Boxing」1971.5.30、 
54「Boxing」1955.12.13 p4 
55「The champ」161 11.15 1985 p33 
56 2007.8.22 Muay Too rai sapda 社 Poon Phet phetmai 記者 45歳にインタヴュー 
57 「FIGHTER」48,p25 1986.1.31 



 
 

84

えられる。ムエタイインスティテュートのアムヌウェイ校長がプット・ローレック選手の

活躍した時代（1960 年代後期から 1977 年頃までバンコクのメインスタジアムで活躍）に
ギャンブラーが増えだしたと述べているのは、この賭博方法の事である。 
この頃と同じくしてラジャダムナンスタジアムはプロモーター制度を開始した。先にあ

げた「Muay Too」の記者プーンペットペットマイ氏は、同誌の 985号で以下のように述べ
ている。 
「1957年頃のムエタイは、今のようなビジネススタイル（菱田注：賭博ムエタイを中心と
する興行）ではなかった。ラジャダムナンスタジアムの経営が悪化し赤字興行になってか

ら、それまでのマッチメイクの役割をスタジアムが辞め、外部の人間（菱田注：現在のプ

ロモーター）と契約してギャンブラーを集める興行のスタイルを 1957年から 1972年にか
けて徐々に増やしていった。 
ラジャダムナンスタジアムができてから 1957年までは、クルームエ（菱田注：ムエタイ

の師範）がスタジアムへ行き、自分の弟子を紹介して試合に出場させていた。マッチメー

カーは、好き嫌いが激しく、自分の好みの選手や自分に親しい関係があるジムの選手を勝

たせようとする。汚い手を使って不公平な試合をマッチメイクする。自分の利益になる選

手に勝たせ、自分と関係のない選手に強い相手とのマッチメイクをさせていた。観客もこ

のような不公平な試合に飽きて、試合を見に行かなくなった。これが原因でスタジアムが

赤字になったのである。それから、徐々にギャンブルを行いやすい公平なプロモーターが

ムエタイの業界に入ったのだ。このようなプロモーターがムエタイ業界に入ってからムエ

タイ選手は増加した。ムエタイがビジネスとして確立したからである。それまでのムエタ

イ選手は、職業というよりもムエタイが好きでやっていた選手ばかりであった。1977年頃
にアピデット、アドゥン、プット・ローレック、プッパートノーイが活躍した時期が終わ

ると完全に今のようなムエタイ興行になっていた。」58 
 このように、ムエタイの興行がエンターテイメント性ではなく、ギャンブラーを集める

興行に変容し始めたと述べている。これが、1957 年から 1972 年であるならば、この時期
から賭け率を駆使した賭博方法が主流になりはじめたと見てよいのではないだろうか。 
 ギャンブラーがその頃に増えたと言う理由の一つにスタジアムの三階席に仕切られた金

網が設けられたことがあげられる。ラジャダムナンスタジアムの観客席は、三段階に客層

を分けている。現在の入場価格は、リングサイドである一階席の入場料が 2000バーツ（約
6000 円）であり、この席は観光客を中心とした外国人用の席である。二階席は、460 バー
ツ（1380円）であり、プロギャンブラーやプロモーターなど大金を賭けあう人々の空間と
なっており一般人はめったに入らない。三階席は、金網で仕切られた空間で席の料金は一

番安い 230バーツ（約 690円）である。この金網で仕切られた三階席は、粗暴な振る舞い
の目立つ観客席であり、度々乱闘などが見られる。タイのスタジアムは、この三階席の観

客のほとんどは、労務者風であり、半ズボンに草履履きの姿を許容している。この三階席

                                                  
58 「Muay Too」985, 2005.8.5 
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にはたびたび、賭け金を持っていないのに、賭け逃げをしてスタジアムの外で見せしめの

写真を貼り出されているギャンブラーが見られる。（Fig53）これが現在の金網で仕切られ
ている客席の存在理由である。 
 プロモーターの話によれば、「この金網は、ラジャダムナン創立当初には、三階席を分け

るための金柵であったという。しかし、ギャンブラーが増えてきた 30 年程前（1970 年代
後期）になるにつれて、試合の最中に乱闘になり、時には試合の結果やレフリーの判定に

不服のギャンブラーが空き缶などをリングに投げつけるため、三階席の金柵を天井まで伸

ばし金網で仕切られた空間を作った。」59と言うことであった。  
 この金網の有無は、ギャンブルの過熱化を表わしている。現在のラジャダムナンスタジ

アムでは、三階席に入る前に金属類や刃物を所持していなかというセンサーの付いた探知

機で身体検査され入場する。また、缶ジュースなどを持って入場することはできない。こ

れも危険行為の防止策である。スタジアムの売店でプラスチックの容器に入った飲料水を

購入することはできるが、缶入りの飲料水は販売されていない。空き缶の投げつけの防止

のためである。現在でもこのように試合の結果に不服を持つギャンブラーの行動に注意が

払われているのである。 このようなギャンブラーの危険防止策や金網の三階席が作られた
ことから 1970年代後期にギャンブラーがスタジアムに急増したことが分かる。 
 また、ムエタイの情報誌にスタジアムで行われている賭博の賭け率が 1985年頃に掲載さ
れ始めたのは、テレビの生放送を見て賭ける人々の出現ではないかと考えられる。ムエタ

イの試合は、すべて生放送であり録画放送ではない。それは、テレビを見てムエタイ賭博

を楽しむ人々のためである。ムエタイ賭博は、本来スタジアム以外では違法である。しか

しながら、実際には、テレビを見てムエタイ賭博を行うことは、タイでは一般的にごく普

通に行われていることなのである。タイにおけるテレビの普及は Phongpaichit, Baker の
報告によれば 1985年から急速にタイ全土に普及したと述べられている60。 
 以上のように、ムエタイ賭博は、1960年代には、スタジアムで少数の人が賭博を行って
いたものが、1970年頃より増加し始め、1980年代に入るとほぼスタジアム全体でギャンブ
ルが行われていたと考えられる。1985年頃には、テレビの普及なども手伝い、賭け率を駆
使したムエタイの賭博は、タイ全土で行われるようになったと考えて良いだろう。 
 

                                                  
59 2007.8.24 シンノイ オーナー70歳、オートゥープロモーター59歳、チャトイプロモ
ーター50歳、ソンマークポンサク オーナー66歳へのインタヴューによる。 
60 Phongpaichit, Baker 1998, p165 
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Fig.53 見せしめの写真 
（スタジアムの入り口には、賭け逃げをしたギャンブラーの写真が貼り出される。） 
 
 

第二項 ギャンブルプロモーター 
 
現在のプロモーターは、記念式典や特別な試合61を除いてギャンブルを考慮したマッチメ

イクを行っていると言ってよい。 
ムエタイ興行を手がけるプロモーター自身もギャンブルをすることで有名である。筆者

の知る限り、ラジャダムナンスタジアムの契約プロモーターでは、ソンチャイ・ラタナス

バン62を除いてすべてのプロモーターがギャンブラーである。アンモープロモーターは、現

在ラジャダムナンスタジアムの UBC 方送のムエタイ中継の興行を受け持つプローモータ
ーヤイ（大きな興行主）として知られる。彼は、自分は元々チャイナタウンの片隅で賭場

を営んでいたギャンブラーであると言う。その賭場を改修して今のムエタイジムを作った

と話した。 
「自分は、中国人で親が中国からきたんだ。だからヤワラート（チャイナタウン）に住ん

だのさ。ヤワラートでは、賭場を営んでいたんだよ。賭場は、入り組んだ敷地の中でやっ

ていたよ。その賭場を改修してチュワタナジムを作ったんだ。20 年前ぐらいにムエタイの
選手を一人養ったんだ。それがムエタイのジムを始めるきっかけになってね。今は選手が

30 人ぐらいいるよ。入り組んだ所にジムがあって驚いたかい？ここは元々賭場だったの
さ。」63 

                                                  
61 国王陛下の誕生日を祝う式典や 2005年のアンダマン沖地震の救済チャリティーマッチ
では、ゴールドメダリストのソムラックカムシンが英雄であるための興行が行われていた。

このようなギャンブルのない興行は稀である。 
62自身の著書『Wan・Somchai』 2005 ,p87 でギャンブルを一切しないと明言している。 
63 2000.1.24 アンモープロモーター チュワタナジム チャイナタウン  
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彼のようなギャンブル好きなプロモーターは多い。現在、彼は日本の国際式ボクシング

とキックボクシングの興行にプロモーターとして幾度となく来日し、選手を派遣している。

彼は、日本のキックボクシングをタイのムエタイの昔の姿に似ていると語る。日本のキッ

クボクシングはエンターテイメントのお祭りであって、話題作りをしないと興行できない

と言う。ギャンブラーである彼は、日本のキックボクシングをギャンブラーが賭けてみた

いと思わない試合であると言うのだ。なぜならキックボクシングは、人気のあるメインイ

ベンターが勝つことがファンから望まれている試合であるからと言う。 
ワンパデットプロモーターは、プロモーターとジムのオーナーを兼ねている。彼のジム

は、小型選手ばかりのジムである。年齢も 22歳くらいまでの選手が多く在籍している。ど
うしてあなたのジムは小さい選手ばかりを集めるのですか、と尋ねた。彼の言葉は、以下

のとおりであった。 
「自分のジムには、外国に選手を送らないから大きいムエヤイ（大きなムエタイ選手）は

いないんだよ。おまけに、自分の興行には、ムエヤイは使わないよ。ファイトマネーも高

いし、お客さんも喜ばない。お客さんは、小さい選手の方が喜ぶだろ？タイ人は、ギャン

ブルをするのは、126P（57.15 キロ）がちょうど良いよ。動きが早いし、ギャンブラーが
一番好きなクラスなんだ。大きな選手は、ギャンブラーはあまり好きじゃないよ。逆転が

少ないんだから。」64（選手の小型化は、第四項で詳しく述べる） 
 次に、選手の立場から現在のムエタイ興行を見てみる。チャーリー・タウインタウン選

手 37歳(Fig54)は、現役ムエタイ選手である。彼は、夜の歓楽街の用心棒をしながら現役選
手を続けている。彼は、海外でもユニークなエンターテイメントボクサーとしてその個性

を知られファイトマネーも高い。このような彼は、ラジャダムナンやルンピニーでは、試

合をするチャンスがないと言う。「僕はラジャダムナンとかルンピニーでは、試合はたぶん

ないよ。お客さんはギャンブル好きだし、プロモーターは小さい選手を選ぶから。」65彼に

よれば、スタジアムの観客はギャンブルを目的に来ているので、彼のようなエンターテイ

メントボクサーよりも、若くてスピードがある選手が望まれ、彼のようなエンターテイメ

ントボクサーでファイトマネーの高いボクサーはプロモーターが使いたがらないと言う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
64 2006.1.14ワンパデットプロモーター44歳 ルークタパカージム 
65 2007.8.18 チャーリータウインタウンジム 37歳 ソイカウボーイ 
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Fig.54 チャーリータウインタウンジム 
（2007.8.18 37歳 歓楽街ソイカウボーイ） 
 
彼の言葉にあるように、現在のムエタイは、エンターテイメント性よりも賭博の行いや

すい、マッチメイクに価値を置くようになってきているのである。ムエタイのスタジアム

もプロモーターもみなギャンブルで興行収入を得ている状態なのである。プロモーターは、

ムエタイの興行を毎日成功させ利益をあげるには、ギャンブラーが楽しめる試合を組まな

くてはならないし、ギャンブラーがいないと毎日の興行ができないと語る。日本のように

格闘技の「お祭り」にしてしまっては、観客が飽きてしまうし、毎回のように観客を呼べ

ないと言うのである。お祭りでは、スター選手やファイトマネーの高い選手を雇わないと

観客が来なくなるため、興行収入と釣り合わず、赤字になってしまうからである。 
ラジャダムナンスタジアムのオーナーであるジャルンポーン氏は、ムエタイをスポーツ

であると以下のように言った。 
「ムエタイは、スポーツです。エンターテイメントだけではありません。」66確かに、ラジ

ャダムナンスタジアムには、興行が始まる前にスポーツを奨励する曲が流れる。その曲は、

グラーウ・ギラー（graw gira）「みんなでスポーツをやりましょう」という曲とサンスーン・
プラ・バラミー（samsern phra baramee）「王様の威光を尊敬する」という国王への尊敬
を表す曲が流れる67。前述のグラーウ・ギラーにもあるようにムエタイは、スポーツである

ということをスタジアムが宣言していることの表れである。ジャルンポーン氏に、ムエタ

イの興行には、なぜ外国で行われている格闘技イベントのように、選手の入場曲などを使

って試合の興奮をもりあげないのですか？と尋ねるとムエタイは、スポーツであってエン

ターテイメントではないと答えられた。たしかにムエタイは、体育局がルールを設定し、

アマチュアムエタイ組織や体育大学での必修授業、教育学部での選択授業にも指定されて

いる68。これらは、ムエタイを国民的なスポーツにしたい、スポーツとして不動の地位を築

かせたい、というナショナリズム高揚時代からの存続している国家からの目的があるのだ

                                                  
66 2007.8.23 ラジャダムナンスタジアム ジャルンポーン総支配人 
67 この曲は映画館でも上映の前に放送される。 
68 2005.7.25 チュラロンコン大学 チャチャイ准教授の御教示による。 
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ろう。 
さらに、「もし、ムエタイが外国キックボクシングのようにエンターテイメントになって

いたら誰も賭けをしない。」と言った。スポーツとはすべての条件が平等であり、どちらの

選手に勝たせたいという興行側の狙いがないものである。しかし、タイ以外で行われてい

るキックボクシングは、興行時に様々な演出が行われる。例えば、出場選手の登場順序や

入場曲、選手の着用する衣装やガウン、登場する入り口までが選手の格によって異なる。

また、選手の試合時間まで新人とエキスパートでは異なる。登場選手に格の序列があり、

会場の興奮はメインイベンターが入場する頃には頂点に差し掛かる。一方、ラジャダムナ

ンスタジアム、ルンピニースタジアムは、新人からメインイベントまですべての選手が統

一されたルールで試合を行ない。入場曲のような派手な演出もなければリングアナウンサ

ーも存在しない。選手の履くトランクスもコーナーの色に準じた赤色か青色に統一されて

いるのである。ファイトマネー以外はすべて待遇が同じである。 
 ジャルンポーン氏は、ムエタイはタイで毎日行われているスポーツであって、数ヶ月に

一回、行われる格闘技のエンターテイメントではないと主張する。ムエタイは、エンター

テイメントでなくて完全なスポーツであるからこそギャンブラーも会場に来るということ

になる。タイ人の賭博嗜好は第一章で述べたが、ムエタイはスポーツであるからこそギャ

ンブルが行えるのも当然であると言っているのである。 
言うまでもなく、プロレスの試合では誰もギャンブルをする人はいない。プロレスには

ストーリーやショー的な要素が過分に見られ、真剣勝負ではないからである。現在の日本

のキックボクシングは真剣勝負で行われているが、ムエタイのように完全にスポーツ化を

しているわけではない。なぜならすべてが平等ではなく、一人のスター選手の存在が興行

収入を上下するからである。スター選手を作るにはマッチメイクにもスター選手を潰さな

いような配慮をせねばならず、完全な平等とは言い切れないからである。 
ジャルンポーン氏が言う「ムエタイは、スポーツであってエンターテイメントだけでは

ない」という言葉の意味のニュアンスにはこのような意味が含まれていた。
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  第三項 ギャンブルのない国際式ボクシング 
 
タイにおいては、ムエタイと国際式ボクシングを兼ねている選手が多い。選手は、プロ

モーターの命令があれば、どちらにも出場しなければならないためである。国際式ボクシ

ングは、ムエタイとの同時興行で試合が行われるが、その扱いはムエタイに比べて低い。

ムエタイのメインイベントが終了し、興行の最後にもう一試合ムエタイの新人戦を終えて

から国際式ボクシングの試合が始まる。その頃には、スタジアムの観客であるギャンブラ

ーはほとんど帰ってしまい、まばらに観光客が残っているだけである。 
国際式ボクシングの試合に出場する選手は、国際式ボクシングがムエタイより危険なの

にファイトマネーが安いと不平をもらす時もある。それでも国際式ボクシングの試合に出

場する理由は、海外での高いファイトマネーのためである。OPBF5位にランクされている
A選手は、以下のように言った。 
「ムエタイでは 2 万バーツ稼げるけど、国際式ボクシングでは 1 万バーツしか貰えないん
だ。だけど日本や外国の試合では、10 万バーツ貰えるんだ。だから国際式ボクシングの試
合もやっているんだ。タイでは、ファイトマネーが安いけど、ひょっとして海外では大き

く儲かるかもしれないんだ。」69なぜタイにおいて国際式ボクシングは、ムエタイよりも扱

いが低いのだろうか、選手のレベルにもよるが、ムエタイとボクシングを兼業しているレ

ベルの選手ではムエタイをやったほうがファイトマネーが国際式ボクシングよりも高いの

である。日本のボクシング界に選手を派遣するアンモープロモーターは、「タイでは、国際

式ボクシングの興行では入場料が取れないんだよ。ギャンブラーが来ないからね。だから、

今はデパートとかのイベント会場でスポンサーを探してやるんだよ。カオサイギャラクシ

ーの頃はまだ国際式ボクシングだけの興行でも儲けられたんだけどね。」70と言った。 
タイは、歴代の世界チャンピオンに名を連ねる国際式ボクシングの世界チャンピオンを

輩出している。しかし、なぜ現在は国際式ボクシングの興行では、入場料をとれないので

あろうか、これをオートゥープロモーターは、以下のように説明した。 
「国際式ボクシングの試合は、スタジアムでムエタイとの同時興行ならタイ人対タイ人の

試合を組みます。その試合は、勝った方の選手を海外で試合させるためにマッチメイクし

ているのです。でもあまりお客さんは見ていません。今は、ほとんどの国際式ボクシング

の興行は、イベント会場やデパートで行われています。日本、インドネシアやフィリピン

の選手を連れてきて政治家の宣伝のために入場料を無料で記念試合として興行するのです。

それが習慣になってから誰も国際式ボクシングの入場料を払ってまで国際式ボクシングの

試合を見に来なくなりました。でも一番の理由は、ギャンブラーも国際式ボクシングでは

                                                  
69 2007.8.16 ラジャダムナンスタジアム A選手の階級と名前は表記できない。なぜなら
ファイトマネーに関することは、海外のプロモーターによって口外を禁止されているから

である。 
70 2007.8.24 ラジャダムナンスタジアム アンモープロモーター 
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賭けをしませんから会場に来ないのです。」71と言った。国際式ボクシングの興行を政治家

が自分の宣伝のために無料で興行するようになったのと、ギャンブラーが来ないためであ

ると言うのだ。  
ギャンブラーが来ない理由をオートゥープロモーターは、国際式ボクシングではギャン

ブルをやりにくいことを説明した。「ギャンブラーは、ムエタイで賭けをしても国際式ボク

シングではあまり賭けをしません。賭けになりにくいからです。なぜなら国際式ボクシン

グは、勝つ方と負けるほうが分かりやすいので賭けが成立しにくいのです。スタジアムの

ギャンブラーもほんの少しの人しかやりません。」72と言った。 
ムエタイギャンブルをするシエンムエのロバート氏 53 歳（Fig54）に国際式ボクシング
の試合に、なぜギャンブルをやる人が少ないか？と尋ねると「昔は、国際式ボクシングで

もムエタイでも同じようにギャンブルをする人がいましたけど、国際式ボクシングは、勝

ちそうな方が分かりやすく、今のムエタイみたいに最後までどちらが勝つほうが分からな

いというものではないからね。」73と答えた。 
彼の言う昔とは、1980年以前である。1980年以前には、タイはテレビの普及もなく、国

外から他のスポーツが流入してくる前であり、他のスポーツをタイ国民が知らなかったの

と、ムエタイも国際式ボクシングも同じように倒すことだけを求めた興行であった頃であ

る。 

 
Fig.55 シエンムエ  
（2007.8.23 シエンムエ ロバート氏 52歳） 
 
現在の国際式ボクシングを専門に扱っているボクシング情報誌「Muay Lok(ムエローク
世界のボクシング)」1199号（2007．8．29～9.4）、1200号（2007.9.5～9.11）を調査した
ところ世界の強豪選手やボクシングの情報は取りあげられているが、現在のムエタイの情

報誌のようにギャンブラーのため情報や賭け率などは一切掲載されていなかった。以下に

「ムエローク」（Fig56,57）の目次を掲載する。 

                                                  
71 2007.8.24 ラジャダムナンスタジアム オートゥープロモーター 
72 2007.8.24 ラジャダムナンスタジアム オートゥープロモーター 
73 2007.8.24 ラジャダムナンスタジアム シエンムエ ロバート氏 52歳 
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1199 号 

1.ボクシング界を見る        6 ページ 

2.オレードング VS デン 12 月 5 日       8 ページ 

3.サムエルピーターは本当にナイジェリアの世界ヘビー級のチャンピオンになれるのか？  10 ページ 

4.優秀なボクシング選手 10 人                                      12 ページ 

5.仁井田（Niida)VS ゲーホーンを覗く                                   16 ページ 

6.世界ボクシングの現状をみる                                       18 ページ 

7.世界ランキング（WBC)                                           20 ページ 

8.ショットジャブ                                                22 ページ 

9.ボクシングニュース                                            22 ページ 

10.ボクシングファンクラブ                                           24 ページ 

11.頭脳 1 つと 拳 2 つ のプロジェクト                                  28 ページ 

12.タナット タナーコーン氏の視界                                    37 ページ 

13.元ボクシングスターのあの日を見る アス－マー ネイルソン                     40 ページ 

14.世界チャンピオンコーナー イバン ガルデロン                            42 ページ 

15.連載小説                                                 44 ページ 

16.読者からの投稿                                             46 ページ 

17.世界中の試合結果発表                                        48 ページ 

18.読者からの手紙答え                                           50 ページ 

19.ユリセース ソリス 108 IBF チャンピオン                                56 ページ 

20.世界ボクシングプログラム                                        58 ページ 

21.懐かしい写真                                                    60 ページ 

  

1200 号              

1.ボクシング界を見る                                                      6 ページ 

2.世界ボクシングの現状をみる                                              8 ページ 

3.深いインタービュー ジョニー イーローデー  フィリピンの選手は世界に出世する             10 ページ 

4.2007 年の燃えるファイト                                                  12 ページ 

5.プラウェートは必ずチャンピオンマッチに出る。但し相手は？                            16 ページ 

6.リッディック ボー リングにまた上がる                                         18 ページ 

7.ホーゲー アーチェー バンタム級に飛び込む                                    20 ページ 

8.ショットジャブ                                                       22 ページ 

9.ボクシングニュース                                                   23 ページ 

10.ボクシングファンクラブ                                                 24 ページ 

11.フランク ブルーノー 過去のチャンピオン                                    28 ページ 
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12.タナット タナーコーン氏の視界                                           37 ページ 

13.元ボクシングスターのあの日を見る   テリー ノリス                            40 ページ 

14.世界チャンピオンコーナー    ユリセース ソリス                              42 ページ 

15.ダーシシアン 、カトゥープレイを相手に級をジャンプ                                         43 ページ 

16.読者からの投稿                                                   46 ページ 

17.世界中の試合結果発表                                               48 ページ 

18.読者からの手紙答え                                        50 ページ 

19.情報コーナー  ガーナーとナイジェリアのチャンピオン                      56 ページ 

20.世界ボクシングプログラム                                              58 ページ 

21.懐かしい写真                                                   60 ページ 

 

上記のように、このタイで唯一の国際式ボクシングの情報誌「ムエローク」には、ムエ

タイ情報誌のような予想記事や賭け率などが一切見られず、世界中のボクシングの話題が

書かれている。したがってギャンブルのための情報誌ではないと言えるだろう。 

         
Fig 56, 57 ムエローク誌 
(表紙は外国人の世界チャンピオンが飾る場合が多い。) 



 
 

94

  第四項 選手の小型化と若年化 
 
現在のムエタイ興行は、選手が小型化している。一昔は大きなムエタイ選手ばかりであ

ったのに、現在は小さなムエタイ選手ばかりである。タイのナンバーワンプロモーターの

ソンチャイ・ラタナスバンは、「昔と違って今は体格の大きい者がムエタイをやらないので、

試合を組めなくなってしまったんだ。試合がないから選手も育たず増えないという悪循環

になっている。」74と言っている。 
ソンチャイ・ラタナスバンのいう昔とは、ムエタイがギャンブル化する前の 1980年以前
の時代を言っている。1980年代以前は、タイの有名なムエタイ選手と言えば、アピデット
シットヒラン、デイーゼルノーイ･チョータナスカン、サガット・ポンタウィーなどのムエ

タイ重量級である 135ポンドから 160ポンド（以下より Pと省略する）の選手がタイで勇
名をはせていた。しかし、現在のムエタイ興行のプログラムを見ると、大きなムエタイ選

手でもせいぜい、ウェルター級の 147Pの選手である。ほとんどのメインイベントが 126P
から 135Pで占められている。興行によっては 100Pぐらいの 15、16歳の少年の試合がほ
とんどである。 
オートゥープロモーターは、「自分の持っている選手は、マイナス 126Pで 100人ぐらい、

プラス 126Pで 30人ぐらいだね。大体、自分たちがチャックムエ（マッチメイク）するの
は、アンモープロモーターと自分でマイナス 126Pは、400人～500人ぐらい。126P以上
は 100人ぐらいですね。140Pを超える選手は、15人ぐらいです。140P以上の選手はタイ
ではあまり試合がない。」75と言う。 
たしかに、軽量級では大番狂わせが起こりやすくギャンブルをするには面白い。なぜな

ら体格が小さいと打撃力が小さいため、相手からノックアウトに追い込まれるようなダメ

ージを受けないために、後半戦からの反撃も起こりうるからである。このように、相手を

倒す力がない少年の試合は、勝敗の行方が分かりにくいし、時には大逆転になり会場を沸

かすことになるため、ギャンブルをするのには面白いのである。 
チュワタナジムのレックトレーナーは、ある有名選手 M（36 歳）76を「彼は、もうラジ

ャダムナンでは試合がないだろう。」77と言った。なぜならシエンムエが興味を示さないか

らであると言う。それは、スピードで若い選手には勝てないという理由からである。M 選
手は、ラジャダムナンスタジアムのランキング選手であった経歴を持ち、国際式ボクシン

グでは、タイ国チャンピオンにもなっている。レックトレーナーによれば、「タイの試合は、

スピードで勝敗が決まるからスピードのある若い選手に勝てない、技術やパワーで勝負で

                                                  
74 薬師寺 1996,p125 
75 2007.8.26 ラジャダムナン オートゥープロモーター 
76 M選手は国際式ボクシングの元タイ国チャンピオンである。彼は、現在日本の興行会社
と選手契約しているために名前と階級は明かせない。 
77 2007.8.20 ラジャダムナン レックトレーナー 
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きる海外での試合ならば、まだまだ十分に勝てるが、スピードでは若い選手に勝てないの

でタイではもう使えない。」と言った。格闘技である以上、打撃力は相手を打ち負かす最大

の攻撃になるが、ノックアウトよりも判定勝ちが重要視される現在のムエタイでは、パワ

ーよりもスピードを持った若い選手の方が有利なのである。これがレックトレーナーの言

う、「いくら強くても試合がない」という言葉の意味である。このM選手は、現在、海外に
主戦場を移し、日本で行われている総合格闘技の興行で活躍している。レックトレーナー

によれば、「ムエタイと異なる異国のルールであっても、三週間に一度の試合をしなければ

ならないムエタイよりも身体の負担が軽い。」と言った。 
 第三章、第二項で述べたワンパデットプロモーターは、「私のジムの選手はみんな小さい

よ。私は、海外に試合に行っている時間がないから大きい選手は養わない。全部で 20人ぐ
らいの若者が練習しています。割合はマイナス 126Pが 15人、プラス 126Pが 5人ぐらい
かな。」78と言った。彼は、空軍の中佐を勤めながらムエタイのプロモートをしているため、

海外に選手を送るようなムエタイビジネスしている時間はないというのである。 
 ワンパデットプロモーターが言うように、現在の重量級ムエタイ選手は、第三項で述べ

た国際式ボクシングの選手のように海外での試合を見越してムエタイ選手をしており、そ

れほど重量級ムエタイ選手はタイ国内では試合が少ないのである。よって海外とビジネス

をしないプロモーターのジムには大型の選手がいないという状態になってしまうのである。

1990 年代初期から日本の K-1 グランプリ（ヘビー級）で大活躍したムエタイ選手である。
チャンプア・ゲッソンリット選手79は、175センチ 75キロ（165P）の体格であるが、身体
が大きすぎるため、国内で対戦相手が不在で左ミドルキックを武器に海外で連戦を積んだ。

彼によれば、「タイ国内でも試合するときは、150P 位まで減量せねば対戦相手がいない。
落としても 150Pの試合などそう滅多にないから、いっそうのこと、体重を増やして海外の
おおきい選手との試合をすることにしたのだ。」80と言った。 
 また、身体の小さい選手が現在のギャンブルムエタイの主要な選手であることが、現在

の少年ムエタイ人口の多さを増加させている。タイは、貧富の差が激しいことは、第一章

で述べた。貧困な農村に育つ少年が現在のムエタイ選手のほとんどである。他に職業がな

く、中学校以上の教育を受けられない子供達は、ムエタイという職業を選びバンコクへや

ってくる。プロモーターが少年ムエタイ選手を興行に使いたがる理由は、単に少年ムエタ

イ選手のスピードが速いとか、試合が面白いというだけではなく、少年ムエタイ選手のフ

ァイトマネーが安いことにも理由がある。使用料の安い少年ムエタイ選手を使ってギャン

ブラーの満足する興行をすれば、採算の良いムエタイ興行をすることができるのである。

また少年ムエタイ選手は、ギャンブルに付き物の八百長試合をする危険性が少ない。少年

                                                  
78 2007.8.25 ワンパデットプロモーター 空軍中佐  
79 彼は、巨象というニックネームがつけられる大型選手であり、1989年にプロレスラーの
安生洋二選手と異種格闘技選手権を東京ドームで闘い一躍、日本格闘技界で有名になった。 
80 2000.12.4 フアマーク 世界アマチュアムエタイ選手権 IFMA CUPでのインタヴュー 
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ムエタイ選手は、オーナーのもとで暮らし、練習も生活もジムから出ることは少なく、金

銭の匂いをちらつかせるギャンブラーとの接触も少ない上、幼い少年ムエタイ選手は、八

百長の演技をする能力も少ないからである。 
前述のアピデットシットヒランやプット・ローレックが活躍した時代（1960年代、1970

年代）は、彼らの年齢は、30代後半から 40歳前後にタイの名勝負物語として現在に語り継
がれている81。しかしながら、現在のムエタイの代表選手の引退が囁かれる年齢は 20 代前
半である。 
現在のムエタイ選手では 30代になっても現役を続ける選手は少ないが、次のように現役
を続ける選手がいる。第二項であげたチャーリー・タウンインタウン選手（37歳）は、「自
分は、11年前の 26歳からラジャダムナンで試合をしていません。その頃までは 57キロだ
ったからまだ試合があったけど、ジムと契約で色々揉めたり、国際式ボクシングへの転向

があった。その間に身体が大きくなってしまったらムエタイの試合がスタジアムで組まれ

なくなった。だから現在は、70 キロで外国人のムエタイ選手がタイに来た時にテレビマッ
チなどで試合を続けている他、外国でお金を稼いでいるんだ。」82と言った。 
上記のように、ムエタイギャンブルスポーツ化から選手の小型化と若年化が進み、大型

ムエタイ選手の試合がスタジアムで少なくなったのである。 
 
 
 
 
 

                                                  
81 「ムエタイ名勝負大全集１」日本スポーツ映像株式会社より「タノンチット 41歳 VS プ
ット･ローレック 35歳」、「スラサック 40歳 VSプレダム 45歳」 
82 2007.8.23 チャーリー・タウンインタウン 歓楽街ソイカウボーイでインタヴュー 


